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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第62号

題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

　山岡同窓会長を始め、南翔会
の皆さまには日頃より母校の
教育活動に格段のご理解とご
支援を賜り、心より御礼申し上
げます。また、総会や理事会、そ
して県内外の各支部からもお
声かけいただき、ありがとうご
ざいます。
　全国でご活躍の同窓の皆さ

まに、学校の様子をお知らせいたします。第51期生か
ら53期生が在籍しており、各学年７クラス（普通科６学
級、英語科１学級）、全校生徒は819名（男子54．5％）と
なっております。生徒一人ひとりが本校の伝統である文
武両道を目指しておりますが、センター試験が終わった
今、｢どうしても入りたい大学｣に熱い気持ちを確認しな
がら最後の追い込みを行っています。これまでに公務員
３名、民間就職１名、進学は19名が決定しております。
東北大学AOには６名が、国際教養大学には７名が合格
しました。部活動では今年も活躍を見せました。夏の全
県総体で優勝を果たしたのは、サッカー（２年連続２回
目）、男子剣道（２年連続19回目）、女子剣道（３年連続３
回目）です。本校にしかないアーチェリー男女団体個人
を含め、南関東インターハイには本県で最多となる41
名が参加しております。また、文化部でも、吹奏楽部は２
年連続で東北大会金賞を獲得し、自然科学部は東北大学
等で積極的に研究成果を発表して高い評価を受けてい
ます。進学も部活動も高い理想の達成を目指して、黙々
と努力しているところです。

　すでに新聞等でご存じと思いますが、平成28年４月
に開校する本校を母体とする｢秋田地区中高一貫教育
校（仮称）｣の中学校（募集人数１学年80名）に関する説
明会を12月13日、小学校５年生とその保護者を対象に
開催したところ、予想を大幅に上回る812名の参加があ
りました。秋田南高校の校訓｢獨立自尊｣を継承し、秋田
と日本の成長と発展を力強く牽引するグローバルリー
ダーを目指したいという意欲を持って参加した子ども
たちの輝く瞳に、本校の明るい未来を確信したところで
す。中高一貫の６年が完結する平成30年度には、中学校
240名と高校720名の計960名が集う更に大きな学校
となります。その準備として平成27年度に特殊教育棟
等の解体工事を開始し、中学校体育館や給食厨房が入る
体育館棟の建設を計画しています。
　ところで、校長室の一角に、本校の創立に尽力された
元秋田県知事小畑勇二郎氏が揮毫された額があります。
　｢秋田杉　もとは小さな一粒の木の実であった　雨に
打たれ風にたゝかれ　雪に枝を折られた事もあった　
しかし　杉の木は少しもいぢけず　堂々と胸をはって
天を仰いでいる　為　秋田南高等学校　秋田県知事　
小畑勇二郎｣
　本校同窓会は次年度、設立50周年という大きな節目
の年を迎えます。今年３月の卒業生を加えると同窓会
員も２万名を越えます。本校の歴史や伝統を改めて認識
し、今後とも母校の発展に邁進する所存です。皆様のご
理解ご協力を心からお願いいたしまして、挨拶とさせて
いただきます。

秋田県立秋田南高等学校
校　長　佐　藤　健　公更なる躍進を目指して

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期生）
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○行事
26. 4.19　平成26年度同窓会理事会、総会、懇親会
　　　　　場所：アキタパークホテル　懇親会26名出席
　　7.24　常任理事会（中高一貫教育校の取り組み状況
　　　　　 について他)
　　　　　 場所：アキタパークホテル　17名出席
　 10.15　三役会議（常任理事会協議事項について）
　　　　　 場所:こげめ　会長、副会長、会計６名出席
　 11.18　常任理事会（中高一貫教育校の取り組み状況
　　　　　 について、会則等見直し他)
　　　　　 場所：アキタパークホテル　１４名出席

ソフトウェアの受託開発
ネットワーク監視システム

http://www.a-hit.co.jp

平成26年度事業報告について

　昭和40年8月15日に第一回同窓会総会が開かれ成田
康昭（１期）初代会長が選任され、発足した秋田南高校同
窓会も、本年、平成27年で設立50周年の節目の年を迎え
ることとなりました。
　同窓会では、一昨年から準備をはじめ昨年50周年記
念事業実行委員会が組織され、前同窓会々長菅原晟（1
期）実行委員長を中心に1期、そして、今年の「南翔の集
い」当番期の8期、18期、28期の方々にも加わって頂き、
現在、記念事業、式典・祝賀会、協賛事業について準備を
進めています。
　記念事業として、現在母校では平成28年開校に向け
｢郷土や国家を支える高い志しと国際的な視野を備えた
グローバルリーダーの育成｣を基本理念とする中高一貫
校に取り組んでいます。その一助となるべく、同窓会と
して母校の更なる教育環境整備に役立てることと、同窓
会の会計並びに教育振興基金に財務基盤の充実を図る
ために募金をおこなうことと致しました。
　式典・祝賀会では多くの同窓会員に参加頂けるよう、
例年8月開催している｢南翔の集い｣を拡充し開催する予
定で、今年の当番期の方々と同窓会企画部会のメンバー
で取り組んでいます。
　また、協賛事業として吹奏楽部ＯＢ、現役による｢同窓

会設立50周年記念特別演奏会｣やゴルフ同好会による
｢同窓会設立50周年記念ゴルフコンペ｣等が開催される
予定です。
　詳細が決まり次第、南翔ホームページ等により告知さ
せて頂きます。
　多くの同窓生で、50周年をお祝いしましょう！

○監査会
26.4.18　平成25年度会計監査実施
○総務部会
学校との連絡調整
総会、常任会議等の開催
正副会長会議等の開催
○企画部会
26. 3.10　第一回「2014年 南翔の集い」実行委員会
　　　　　 場所：アキタパークホテル　16名出席
　　5.12　第二回「2014年 南翔の集い」実行委員会
　　　　　 場所：アキタパークホテル　15名出席

秋田県立秋田南高等学校同窓会
設立50周年式典・祝賀会　日程決まる！
日時：平成27年８月１日（土）　 会場：秋田ビューホテル

同窓会設立50周年記念
南翔ゴルフ同好会記念コンペ

開 催 日：2015年9月27日(日)
 　８時33分スタート
開催会場：南秋田カントリークラブ　
予定人数：20組　80名
参 加 料：別途ご案内
表 彰 式：コンペ終了後、アキタパークホテルにて

盛大に開催します。
　　　　 (時間・会費　別途ご案内)
問合せ先：佐藤竹昭　090-8929-2298
 　川合俊昭　090-8789-3679 　　　　　      
 　宮腰　壽　090-8929-2298

同窓会設立50周年記念事業
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蕗 生 会
　秋田市役所支部（以下蕗生会）は、昭和55年（1980年）
に設立し、秋田市役所とその関係機関に勤務する者で組
織しており、平成26年10月1日現在339名の会員が在籍
しております。
　毎年1月に総会・懇親会を開催し、100名以上の会員が
出席しております。蕗生会は、会員相互の親睦を図るこ
とと母校を支援することを目的としており、総会・懇親
会では、長年勤務された会員の方をねぎらうための退職
者セレモニーや当選の発表に一喜一憂する大？抽選会
を行うなどして親睦を深めるとともに、毎年校長先生を
来賓としてお招きし、南高校の近況を交えたお話しをい
ただき、母校をより身近に感じてもらえるよう取り組ん
でおります。
　また、母校を支援する取り組みとして、南高校の運動
部・文化部を問わず各部活動等が全国大会の出場を決め
た際には、激励金を贈呈しております。平成26年はサッ
カー部や、男女剣道部、男女アーチェリー部の活躍を期
待し、激励金を送ったところであります。
　特に、平成26年はソチ2014パラリンピック冬季競技
大会のクロスカントリースキーに日本代表の一員とし
て江野麻由子さんが出場するという大変大きなニュー
スがありました。この快挙には本支部でも感嘆の声が上

がり、ご本人がソチへ向けてのスケジュールが多忙な中
ではありましたが、2月13日に母校を訪問し、激励金を
手渡しさせていただきました。ソチパラリンピックでの
江野さんの活躍は力強く、素晴らしいものでした。今後
も更なる高みを目指して頑張っていただきたいと思っ
ております。
　本支部では、このような小さい活動の積み重ねではあ
りますが、今後とも母校をバックアップするよう精一杯
頑張ってまいりますので、よろしくお願いいたします。

（前蕗生会幹事長　26期Ｆ　能登谷　隆）

支　　部 期 氏　名
1 東京支部「東京南翔会」 会　長 6 大　森　泰　弘
2 県庁支部 支部長 9 中　村　彰　男
3 秋田市役所支部「蕗生会」 会　長 10 佐　藤　　　修
4 南秋支部 支部長 2 大　窪　天三幸
5 ゆうわ支部 支部長 5 斉　藤　健　市
6 宮城支部「蕗の会」 会　長 10 三　浦　充　裕
7 秋田市北部支部 会　長 6 本　多　秀　文
8 本荘・由利支部 支部長 2 高　橋　二　郎
9 協和支部 支部長 1 豊　島　慶　弥
10 岩手支部 支部長 3 山　本　　　章
11 男鹿支部 支部長 6 武　内　信　彦
12 河辺支部 支部長 6 石　塚　幹　夫
13 ＯＢ医師会支部 支部長 1 豊　島　慶　弥
14 歯科医師支部 支部長 4 小　松　義　典

◆支部一覧

　　7.23　第三回「2014年 南翔の集い」実行委員会
　　　　　 場所：アキタパークホテル　18名出席
　　8. 8　「2014年 南翔の集い」最終打合せ
　　　　　 場所：秋田ビューホテル　４名出席
　　8. 9　「2014年 南翔の集い」
　　　　　 場所：秋田ビューホテル　169名参加
○渉外部会
26. 5.17　東京南翔会総会（東京アルカデア市ヶ谷：
　　　　　 山岡会長、保坂副会長出席）
　　6.28　宮城県支部総会（仙台シェルブール仙台：
　　　　　 山岡会長、畠山副会長出席）
　　7. 5　秋田市北部支部総会（秋田市大和ホテル：
　　　　　 山岡会長出席）
　 10.24　男鹿支部総会（男鹿市おとみ：
　　　　　 沢井、保坂両副会長出席）
　 11.19　本荘由利支部総会（由利本荘市ホテル
　　　　　 アイリス：畠山副会長出席）
　　11.20　秋田市高等学校同窓会長協議会（秋田市第一
　　　　　 会館：山岡会長出席）
　　11.28　南秋支部総会（五城目町みかさ：
　　　　　 沢井、保坂両副会長出席）
27.1.30　秋田市役所蕗生会総会（山岡会長、沢井、
　　　　　 保坂両副会長出席）

○会報部会
26.9.26　南翔第61号発行
　　　　　（編集会議開催　7/17　8/8　9/2　9/12）
27.2.27　南翔第62号発行
　　　　　（編集会議開催　12/5　1/7　2/2　2/9　2/16）

お問い合わせは事務局へ（018-833-7431　秋田南高校内）

蕗生会総会

http://www.fisys.jp/

取締役 三河　雅則（第18期 G組卒）
取締役 金澤　邦雄（第14期 I 組卒）

（第１ 期 F 組卒）

株式
会社フィデア情報システムズ
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秋田市泉北４丁目３番２８号

をかけていただき混成合唱部にも所属することになっ
た。二年生の春に妻が入部してきた。いや、妻になる女子
高校生が入部してきた。遠距離の時代も数年あったが、
あれからずっと一緒だ。
　三年生の春、ＮＨＫ放送コンクールのアナウンス朗読
部門秋田県大会で一位になり全国大会に出場した。しか
し、自信をもって臨んだ予選であえなく敗退してしま
う。そのときアナウンサーになろうと思った。
　1977年。東洋大学を卒業し北海道放送株式会社にア
ナウンサーとして入社した。外からは華やかに見える
放送の世界もそれなりに苦労はある。社会とのかかわり
方はそれなりだが、会社とのかかわり方が難しい。それ
でも札幌でラジオ・テレビの番組を担当し名前もそこそ
こ知られるようになった。その後、アナウンサーを離れ、
ラジオ制作部長、アナウンス部長、企画事業局長を務め
2009年に大阪支社長として赴任した。そのとき、秋田魁
新報社大阪支社長（当時）で南高校同級生の藤原常太君
と再会した。そのご縁でこの文を書かせていただいている。
　アナウンサーの教育係として札幌に戻り、昨年定年を
迎えた。今は週3日だけ出勤し、ラジオ・テレビのニュー
スや札幌市の広報番組を担当している。また、北海道放
送は札幌市教育委員会と協力して小学校での読み聞か
せ教室を開いている。そのアナウンサーの指導や図書館
ボランティアへのレクチャーはわたしが担当している。
社会貢献にもなる楽しい仕事だ。個人的には日本語教師
を目指し学校に通っている。外国人に、日本語を通し日
本の良さを伝えるのが夢だ。
　秋田に帰省する際、必ずといっていいほど南高校の前
を空港リムジンバスで通りがかる。隣にいる妻と「南高
かわったね」と話す。実際にはどうかはわからないけれ
ど、年々風格が増している印象がある。また来年度には
新しい南高校に
生 ま れ 変 わ る
と聞いた。わた
したちが通って
いた南高校では
なくなってしま
うのかもしれな
い。少しさみし
い気もするが、
そんな実験にふ
さわしい学校で
もあると思う。

鎌田　強（9期E組卒）
北海道放送アナウンサー

　この文を書きながら、かくも長い時間が経過したのだ
なと改めて感じている。
　わたしが高校を卒業したのは1973年、昭和48年のこ
とだった。
　アナウンサーを目指そうと決めたのは三年生の春
だったし、一年後輩の妻と出会ったのは二年生の春だっ
た。つまり人生の大きな転換期は南高校在学中に起きて
いたことになる。
　わたしは潟上市昭和に生まれた。そんなわたしが通学
に一時間半はかかる秋田南高校に入学したのは、少なか
らず兄の影響があった。兄は名前を「勉」といい弟のわた
しは「強」だ。二人合わせて「勉強」という名前は父方の
叔母がつけたという。当時としてはかなり考えられた名
前だと思うが「勉強」が今のように学問の意味となった
のは明治のころで、それまでは無理なことをしいること
だった。大阪商人が「だんな、勉強しまっせ」という、無理
に値引きをすることを「勉強」といった。この兄弟の名前
が二人にいろいろ強いたことは容易に想像できると思
う。兄は性格がよく、勉強がよくできたのでみんなに好
かれ、わたしも少なからず尊敬していた。兄はわたしの
三つ上で、わたしとは入れ替えになったが、兄を知る先
生方に出来の悪いわたしはどんなふうに映っていたの
だろう。
　家から南高校までは汽車とバスを乗り継いだ。よくも
まあ22キロの道のりをあまり苦痛にも感じずに通って
いたと自分を褒めたくなる。しかし、わたしの通学距離
よりも長く、五城目や男鹿方面から通っている同級生も
たくさんいた。
さらに、仁井田ブリザードをものともせず羽後牛島駅か
ら歩くやつもいた。
　彼らは通学によって、かなり忍耐力を培い、我慢強い
社会人になっていると確信している。
　南高校に入学するとわたしは放送部に入った。中学時
代には剣道部と放送委員会に所属していたが高校では
放送部に絞った。しかし、音楽の故高橋紘一先生から声

活活躍
ＯＢＯＢするする

スタジオにて



第62号 秋田県立秋田南高等学校同窓会会報 平成27年2月27日（5）

運 動 部 活 動

文 化 部 活 動

秋季高校野球秋田県大会
硬　式　野　球
　準々決勝敗退（４-７　能代松陽）
第93回全国高校サッカー選手権大会秋田県大会
サ　ッ　カ　ー
　３位　（０-１　西目）
全　　県　　新　　人　　戦
　準優勝　（０-２　秋田商業）
中央支部新人大会
空　手　道　
　男子　個人形　３位　阿部　倫己
全　　県　　新　　人　　戦
陸　上　競　技
　女子　5000m競歩　　　６位　竹　中　奈　央
　男子　400m　　　　　　５位　田　村　悠太朗
　　　　4×400mリレー　３位　
　　　　(高橋誠大、 渡部晴人、 武田真宙、 田村悠太朗)　
　　　　110mハードル　　４位　小　原　大　輝
　　　　走幅跳　　　　　 ３位　小　原　大　輝　
水　泳
　女子　50m自由形　　　　　　５位　石　塚　梨　花
　　　　200m個人メドレー　　５位　石　塚　梨　花
　　　　400mリレー　　　　　６位
　　　　(加藤礼奈、 大友香南、 尾形莉子 、石塚梨花)
　　　　400mメドレーリレー　６位
　　　　（ 加藤礼奈、 大友香南、 石塚梨花、尾形莉子)
　男子　100m自由形　　　　　５位　戸　島　竜　大
　　　　　　　　　　　 　　　 ６位　松　橋　栄　喜
　　　　200m自由形　 　　　  ３位　戸　島　竜　大
　　　　 　　　　　 　　　　　６位　井　上　雄　太
　　　　400m自由形　　　　　６位　井　上　雄　太
　　　　1500m自由形　　　　 ３位　鎌　田　拓　哉
　　　　100m背泳ぎ　　　　　６位　篠　木　太　一
　　　　200m個人メドレー　　５位　橋　本　　　旭
　　　　400m個人メドレー　　２位　橋　本　　　旭
　　　　400mリレー　　　　　４位　
　　　　 (戸島竜大、井上雄太、 橋本旭、 松橋栄喜)
　　　　800mリレー　　　　　４位
　 　　　(松橋栄喜、 井上 雄太、 橋本 旭、 戸島竜大)　
　　　　400mメドレーリレー　６位
　　　　 (戸島竜大、 橋本旭、 松橋栄喜、 井上 雄太)
剣　道
　女子　団体　３位　
　男子　団体　優勝（４年連続）
　　　　個人　２位　田　越　滉　平
　　　　　　　３位　高　橋　寛　生
アーチェリー
　女子　１位　工　藤　香　織
　　　　２位　岩　谷　南　波
　　　　３位　原　田　喜　未
　男子　１位　夏　井　航　平

柔　道
　男子　60キロ級　３位　吉　川　翔　兵
ソフトテニス
　男子　団体　３位
山　岳
　男子　団体　優勝
　　　　クライミング競技　団体　３位
　　　　個人総合　　　　　１位　佐　藤　優　介
　　　　　　　　　　　　　３位　竹　中　　　蒼
　　　　個人体力競技 　 　 １位　佐　藤　優　介
　　　　　　　　　　　　　２位　木　下　雄　輝
　　　　個人天気図競技　　１位　佐　藤　優　介
　　　　　　　　　　　　　２位　竹　中　　　蒼
　　　　個人知識競技　　　１位　佐　藤　優　介
　　　　　　　　　　　　　３位　竹　中　　　蒼

書　道
県高校席書大会
　銀賞　田口美里、進藤菜摘、 安藤志織、新垣有香
　銅賞　安田由里葉、森彩佳、武藤沙和
第77回秋田書道展
　１年生の部　３等　鈴　木　　　樹
写　真
県高等学校写真連盟展
　佳作　片　村　峰　雪、高　橋　　　拓
　入選　伊　藤　　　淳
県高等学校総合美術展
　推奨　土　佐　龍　馬、鎌　田　拓　哉、佐　藤　優　帆
文　芸
県高等学校文芸コンクール
　部誌部門　第一席　「岬」第52号
　詩部門　　第三席　藤　﨑　　　涼
自然科学
日本動物学会　仙台大会
　ポスター発表　優秀賞
県小・中・高等学校児童生徒理科研究発表大会　
　斎藤憲三賞
科学の甲子園
　秋田県予選　実技部門　１位
放送委員会
県高校放送コンクール
　テレビキャンペーン部門　入選
１年 G 組 国 際 探 求 グ ル ー プ
秋田地理学会秋季研究発表会
　奨励賞　上杉拓真、佐々木浩人、佐藤由羽、戸嶋礼奈、　　
　　　　　 戸祭拓斗、松岡知佳、 宮崎美花、山崎すみれ

第60回青少年読書感想文全国コンクール　
　秋田県審査自由読書
　県教育長賞　中村　初音
　県入選　　　熊谷　美沙、猿田　哲平、古谷　優美
　地区佳作　　上杉　拓真
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保坂　タツ子（２期）

　エジプトは、オプショナルツアー（以下ＯＰ）に参加。
港からギザのピラミッドまで３時間は我ら25台のバス
に警察車５台付く大車列。失業率17％で取分け若者は
深刻で１日２ドルの生活者が２割いるという。カイロ大
学卒のガイドさん自身、日仏英語堪能なれど2011年革
命後仕事が減り現在トルコ語勉強中という。帰路はバス
２台がデモ騒ぎで足止めをくい、４時間遅れで出港とな
る。ギリシャ・アテネのアクロポリス、イタリア・ポンペ
イ考古地区のＯＰを終え、スペインはバルセロナのガウ
ディ作品群を観る。奇抜なイメージは覆され、特にグエ
ル公園内のトカゲの鮮やかな破砕タイルの青の清澄さ
は何処かで見た色と思った。地中海の白い波頭と澄み
きったブルーが海底深く見えるあの青だと。「自然の中
にすべての教科書がある」の哲学を持つガウディならで
はの建造物群。フランスはモン・サン・ミッシェルの修道
院。708年からフランス革命までの時代の変遷と共に歩
んだ、修道院・城塞・監獄の役目を担った威厳のある堂々
たる歴史的建造物でした。次は憧れのバルト三国のエス
トニア・タリンとラトビア・リガです。どちらも近代化に
乗り遅れたが故に中世の美しい街並みが世界遺産とな
りました。リガのドムスカヤ聖堂は13世紀に創建され、
パイプオルガンは今でも荘厳な音色を響かせてます。デ
ンマークでは「海底二万里」の著者ジュール・ヴェルヌの

「地底旅行」
に出てくる

「 旧 証 券 取
引 所 」を 訪
ね ま し た 。
出国前に偶
然読んでい
て半信半疑
で捜しまし
た 。バ ロ ッ
ク様式の美
しい建造物です。ノルウェーのＯＰは世界最長で雄大な
フィヨルドへ。船は静かに滑るように進み、両側に迫る
ような断崖の切れ目をなぞるように多数の滝が豪快に
流れ落ち、深い緑と相俟った神秘さは私を黙らせまし
た。某文学者の「フィヨルドは神の言葉を語るから牧師
はいらない」けだし至言です。５月末イギリスを後にし、
大西洋・カリブ海の煌く様なターコイズブルーを眺め６
月11日ヴェネズエラに接岸。大型客船が７隻も。上には
上があり我が船は子供の様。この国は「絶対一人で歩く
な！」と注意されたがいつの間にかグループを抜け、市
場や公園をゆっくり見る。何より小銃を持った軍人の多
い事に驚く。聞くと観光客船が入った事で護衛の命が出
されていると。感謝。さて地球一周船旅のハイライトと
言えば、二つの運河通過。いよいよパナマ運河。スエズと
違い閘門式で密林帯を縫うように航行。珍しい動物の姿
も。太平洋に出た時の開放感は格別。メキシコはアカプ
ルコ海岸線に日本広場があり、支倉常長の銅像と千葉県
御宿姉妹都市記念碑を見つける。メキシコを最後に日本
までの20日間船内行事や講演会参加で忙しい。一つだ
けカルチャーショックがある。ある講演会で質問に立っ
た若者が通訳のスペイン語を途中から自分で使い始め
た事。世界一周とはこういう事かと目から鱗。最後に、日
本に着き秋田新幹線から眺めた瑞々しく緑の美しい田
圃には息をのみました。

【地球一周の船旅 － その３　最終回】

　インターネット上で何気なく見つけた「秋
田地区中高一貫校の説明会の開催（小学5年
生対象）」の告知。自分の娘が5年生なので軽
い気持ちで説明会に応募しました。
　12月13日午後の部へ参加。申し込み人数
が多く、当初2回開催の予定が3回開催に追
加されたとの事でした。当日、会場での人の
多さに驚きましたが、それ以上に驚いたの
は、自分が想像していた以上に保護者の皆さ
んが熱心であった事です。説明が始まりキー

ワードは「グローバルリーダーの育成」と全て内容は保
護者向け。横に座る娘の表情を見ると「？」（笑）。もう２
つ「大きな夢を持っている児童」「新しい事に挑戦する気
持ちを持つ児童」という話がありました。
　このような事を小学5年生で考えているのか、もう一

度娘の表情を見ると「相変わらず「？」（笑）。今日は場違
いだったのかと感じながら話を聞いていました。
　質疑応答では、「部活は中高一緒か？」「試験の点数の
開示は？」「入学後、普通校への編入」等、保護者の皆さん
の中高一貫校への関心の高さを感じました。会の終わり
頃児童の自分の将来を考えた大人のような質問内容を
聞いて驚かされました。自分が5年生のときはどうだっ
たか、真剣に「将来」について考えていただろうか、改め
て考えさせられました。今の5年生はすごい！

（金子達也 25・J）

カリブ海ベネズエラの港（左が我らが船）

ノルウェーのフィヨルド


